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令和6年７月１３日(士)から９月２９日(日)まで、ミニ企画展｢博物館探険」を開催しています。博物館

の1階から3階にクイズを設置。ご希望の方に子供向けのワークシートを配布しています。

スタンプで陶棺のパズルに挑戦、大名行列の中からお風呂や鹿などを探し出すなど、歴史をま

だ習っていないお子様でも取り組めるクイズです。
じゆうまんごくごかぞうごはつどにゆうこ<おとも

また、この期間限定で、３階|こ｢拾万石御力0増後初御入国御供
だてのず

立之図」（大名行列図）を7点すべて展示します。800人を越える人

座

２

び っ ち ゅ う や ぐ ら

し

ワークシートの一部

｢江戸一目図解風実物展示｢江戸一目図解風実物展示企画展示企画展示

ｰ６ 菖

EzxZL〃

一薫斎ワ一薫斎ワ－ルド2024-N－ルド2024-Nを開催しました。を開催しました。
座 』

令和6年３月３０日(士)から５月６日(月)まで｢江戸一目図解風」の実物を展示しました。「江戸一目図

扉風」は、通常複製を展示しており、実物を展示出来る期間は限られています。会期がさくらま

つり．ゴールデンウイーク期間にあたり、多くの方々に実物をご覧いただきました。

鍬形意斎は、津山藩に召し抱えられる前、出版物の挿絵を多く描き、江戸で著名な絵師でした。

今回は召し抱え前である天明期の挿絵なども展示したことで、薫斎の多様な画風を感じることが

できました。
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余震

｢博物館探険」｢博物館探険」ミニ企圃展ミニ企圃展 を開催中~です。を開催中~です。

ノ

r

膨
凋
調

Ｌ

令両展のようす

が描かれた迫力ある図をこの機会にぜひご萱ください。

Ｆ

３かし,のぱそこん

で し や し ん を お

おきぐできるよ！

』
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Ｑ４えど（とうきょう）のえ
いまからZOOねんくらいまえのとうきょうのえ

です。このえのなかにはたくさんのひとがえがか

れています。どんなひとがいるかな？もしこのえの

なかにはいったら、どのあたりへいってみたいかな？

Ｑ３つやまにあったおしろ
いまから40oねんくらい讃えつや哀にはおおきなおしろ

がたてられ賎した．そのおしろをちいさくしたもけい

のなかにつるわかがかくれています。さがしてみよう。



財
政
難
で
あ
っ
た
津
山
藩
は
、
こ
の
莫
大
な

経
費
を
苦
心
し
て
用
意
し
ま
し
た
。
勘
定
奉
行

日
記
か
ら
は
、
財
政
担
当
者
の
苦
労
が
読
み
取

れ
ま
す
。

研究余録 津博2024.8Ｎｏ．1２

じ
ゅ
う
ま
ん
ご
く
ご
か
ぞ
う
ご
は
つ
ど
に
ゅ
う

こ
衿
得
勘
一
宗
燕
は
「
拾
万
石
御
加
増
後
初
御
入

国
御
供
立
之
図
」
を
使
用
し
ま
し
た
。
こ
の
図

は
、
津
山
藩
が
５
万
石
か
ら
皿
万
石
へ
復
帰
し

て
は
じ
め
て
藩
主
が
帰
国
し
た
文
政
元
年
（
１

８
１
８
）
の
行
列
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、

現
在
開
催
中
の
「
博
物
館
探
険
」
で
展
示
し
て

い
ま
す
。
「
博
物
館
探
険
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
る

方
々
は
、
８
０
０
人
を
超
え
る
人
々
が
描
か
れ

た
図
を
じ
っ
く
り
観
察
し
、
お
風
呂
や
熊
毛
槍
、

膳
な
ど
を
探
す
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
大
人
数
の
行
列
に
は
ど

の
く
ら
い
の
経
費
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
津
山
藩
の
財
政
を
担
当
し
て
い
た
勘
定
奉

行
の
日
記
に
、
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
り
ま
す
。
寛
保
３
年
（
１
７
４
３
）
３
月
、

藩
主
が
江
戸
へ
出
発
す
る
に
あ
た
り
、
金
２
０

３
５
両
お
よ
び
銀
３
貫
３
４
６
匁
９
分
２
厘
が

必
要
と
計
算
さ
れ
ま
し
た
（
山
本
博
文
監
修
「
江

戸
の
銭
勘
定
』
は
一
両
を
約
略
万
円
と
試
算
）
・

そ
の
内
訳
が
下
記
の
表
で
す
。
な
か
で
も
、
何

か
あ
っ
た
と
き
の
た
め
の
「
用
心
金
」
が
５
０

０
両
も
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

津
山
藩
の
参
勤
交
代
は
、
お
よ
そ
７
３
６
ｍ
、

片
道
陥
泊
Ⅳ
日
、
橋
が
架
か
っ
て
い
な
い
大
井

川
の
川
留
に
よ
っ
て
加
日
以
上
か
か
る
場
合
も

大
名
行
列
に
か
か
る
経
費

あ
り
ま
し
た
。
「
用
心
金
」
は
、
大
井
川
の
川
留

や
天
候
な
ど
に
よ
り
旅
程
が
伸
び
る
可
能
性
が

多
い
に
あ
っ
た
た
め
に
準
備
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

そ
し
て
、
藩
主
が
無
事
江
戸
に
到
着
し
た
後
、

同
年
５
月
肥
日
の
日
記
に
は
、
支
払
っ
た
金
額

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
用
意
し
た

お
金
を
す
べ
て
使
い
き
る
こ
と
は
な
く
、
金
６

１
８
両
２
歩
、
銀
２
３
７
匁
５
分
４
厘
５
毛
、

銭
４
８
４
文
が
残
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
藩

主
は
３
月
肥
日
に
津
山
を
出
発
、
Ⅳ
日
後
の
４

月
６
日
に
江
戸
に
到
着
し
て
お
り
（
こ
の
年
の

３
月
は
羽
日
ま
で
）
、
お
よ
そ
予
定
通
り
の
日
程

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
用
心
金
」
な
ど
は
使
用

し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

寛
保
３
年
当
時
、
津
山
藩
は
５
万
石
だ
っ
た

の
で
、
表
紙
の
「
拾
万
石
御
加
増
後
初
御
入
国

御
供
立
之
図
」
よ
り
質
素
な
行
列
だ
っ
た
は
ず

で
す
。
皿
万
石
に
な
っ
た
の
ち
、
天
保
ｎ
年
（
１

８
４
０
）
１
月
幻
日
の
「
勘
定
奉
行
日
記
」
に
、

「
御
帰
城
の
節
、
御
道
中
金
な
ら
び
に
御
用
意
金

し
め
て
二
千
五
百
両
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
年
に
藩
主
が
津
山
へ
帰
国
す
る
予
定

で
あ
っ
た
た
め
、
事
前
に
２
５
０
０
両
の
用
意

を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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金２０３５両と銀３蔓３４６匁９分２厘

〈内訳＞

･金130両…関札・継馬

･金22両…先荷

･金430両2歩と銀724匁9分2厘…御供の面々道中雑用・

馬銀

･金500両…用心金

･金952両2歩と銀2貢622匁…道中本陣へくだされ金・

尾張屋日雇い銀・馬飼料他
（｢勘定奉行日記」寛保3年３月１６日条〕

東
万
里
子



け

は
じ
め
に

日
本
に
お
い
て
一
般
に
鶏
卵
①
食
が
広
ま
っ
た

の
は
、
江
戸
時
代
（
近
世
）
中
期
と
言
わ
れ
る
。

そ
れ
以
前
に
も
鶏
卵
を
食
す
文
化
は
あ
っ
た
が
、

仏
教
の
影
響
に
よ
り
、
肉
食
と
と
も
に
忌
避
す
る

風
潮
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
「
卵
百
珍
」
（
天

明
５
年
出
版
）
を
代
表
的
な
例
と
し
て
、
鶏
卵
に

関
す
る
様
々
な
、
い
わ
ゆ
る
レ
シ
ピ
本
が
出
版
さ

れ
て
お
り
、
鶏
卵
を
食
す
文
化
が
世
間
一
般
に
浸

透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
②
。
た
だ
し
、

江
戸
時
代
の
保
存
技
術
は
未
成
熟
で
あ
る
た
め
、

鶏
卵
は
非
常
に
高
価
で
、
贈
答
品
と
し
て
も
取
り

扱
わ
れ
た
③
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
鶏
卵
食
の
展
開
を
踏
ま

え
、
現
在
、
岡
山
県
北
地
域
の
名
産
品
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
鶏
卵
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
様

子
を
津
山
藩
を
中
心
に
検
討
す
る
。

鶏
卵
の
移
出

美
作
国
の
鶏
卵
は
も
ち
ろ
ん
国
元
で
も
消
費
さ

れ
た
が
④
、
近
世
中
期
頃
よ
り
吉
井
川
を
通
じ
て

他
国
へ
移
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
史
料
に

登
場
す
る
の
は
、
延
享
２
年
（
１
７
４
５
）
２
月

３
日
の
こ
と
で
あ
る
⑤
。
「
勘
定
奉
行
日
記
」
に
よ

る
と
運
上
方
村
瀬
八
兵
衛
か
ら
申
し
入
れ
が
あ

り
、
「
玉
子
川
下
ヶ
運
上
之
儀
是
迄
無
し
之
候
処
、

近
来
鶏
卵
余
程
川
下
有
し
之
由
（
中
略
）
今
般
玉
子

川
下
ヶ
運
上
附
可
レ
然
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
っ
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４

い
ら
ん

近
世
美
作
国
に
お
け
る
鶏
卵
に
つ
い
て

綱
津
広
音
〈

る
長
植
の
半
分
程
度
の
大
き
さ
を
想
定
し
て
い
る

と
思
わ
れ
、
長
さ
卯
セ
ン
チ
、
幅
・
高
さ
印
セ
ン

チ
程
度
で
あ
ろ
う
⑨
。
鶏
卵
の
箱
は
こ
れ
よ
り
少
し

大
振
り
で
、
一
箱
に
は
概
ね
７
０
０
個
の
鶏
卵
が

入
っ
た
こ
と
か
ら
、
船
一
膿
で
最
大
ｎ
万
個
を
越

え
る
鶏
卵
が
川
下
げ
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
藩
は
宝
暦
９
年
（
１
７
５
９
）
４
月
に

紅
座
や
醤
油
座
な
ど
８
座
の
停
止
を
仰
せ
付
け
、

同
年
５
月
羽
日
、
鶏
卵
を
含
む
Ⅲ
種
の
品
目
に
運

上
銀
を
課
す
こ
と
を
改
め
て
仰
せ
付
け
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
鶏
卵
に
は
延
享
２
年
に
既
に
運
上

銀
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
藩
の
意
図

は
、
Ⅱ
種
の
品
目
は
、
特
定
の
商
人
に
よ
る
販
売

の
独
占
が
起
こ
っ
て
お
り
、
座
の
停
止
と
と
も
に
、

自
由
取
引
を
促
進
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
鶏
卵

の
取
引
き
も
こ
の
と
き
特
定
の
商
人
に
独
占
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
⑩
。
し
か

し
、
宝
暦
Ⅱ
年
に
宝
暦
改
革
の
終
罵
と
と
も
に
、

こ
の
政
策
は
旧
制
に
復
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
時
期

を
除
い
て
、
鶏
卵
は
特
定
の
商
人
に
よ
る
取
引
の

独
占
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
「
請

込
人
」
に
東
新
町
豊
野
屋
七
左
衛
門
が
仰
せ
付
け

ら
れ
、
一
箱
に
つ
き
「
判
賃
」
弱
文
を
払
う
決
ま
り

が
あ
っ
た
⑪
。

生
卵
の
ま
ま
大
坂
表
へ

鶏
卵
を
川
下
げ
す
る
ル
ー
ト
や
調
達
方
法
、
状

態
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
当
国
産
物
之
類
井
船
荷
物

ま
り
、
近
年
は
鶏
卵
が
ず
い
ぶ
ん
津
山
か
ら
吉
井

川
を
通
っ
て
川
下
げ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
運
上
を

と
る
べ
き
だ
、
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
そ
し
て
意

見
中
で
は
、
津
山
で
運
上
を
取
ら
な
け
れ
ば
下
流

の
「
木
知
ヶ
原
御
番
所
」
で
取
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
う
な
れ
ば
城
下
の
者
の
損
失
に
な
る
と
も

述
べ
て
い
る
。

こ
の
木
知
ヶ
原
（
現
美
咲
町
吉
ヶ
原
）
の
番
所

は
、
美
作
国
一
国
が
津
山
藩
領
で
あ
っ
た
近
世
前

期
に
は
津
山
藩
の
船
番
所
で
あ
り
、
松
平
氏
の
津

山
入
封
以
後
は
幕
府
領
と
な
り
、
こ
の
と
き
に
は

幕
府
の
船
番
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
年
の
延
享
元

年
に
は
幕
府
代
官
か
ら
一
部
の
船
荷
物
に
つ
い

て
、
津
山
に
加
え
て
木
知
ヶ
原
船
番
所
で
も
運
上

銀
を
取
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
て
い
た
。
津
山
商
人

の
交
渉
に
よ
り
、
二
重
の
運
上
を
徴
収
さ
れ
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
た
が
、
津
山
で
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
〃
品
目
に
つ
い
て
、
新
た
に
木
知
ヶ
原
船
番

所
で
運
上
銀
が
課
せ
ら
れ
た
⑥
。
鶏
卵
は
そ
れ
ら

の
品
目
に
該
当
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
右
の
よ

う
に
、
藩
内
に
お
い
て
延
享
２
年
に
運
上
の
対
象

と
す
る
よ
う
議
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
延
享
２
年
２
月
６
日
に
船
一
膿
を

１
５
０
箱
積
み
、
一
膿
に
つ
き
運
上
銀
旧
匁
、
一

箱
に
つ
き
一
分
と
定
め
ら
れ
た
⑦
。
こ
の
箱
に
つ
い

て
は
「
箱
ハ
半
植
右
少
大
振
需
大
略
玉
子
七
百
入

之
積
」
と
あ
る
③
。
「
半
植
」
と
は
長
持
の
俗
称
で
あ
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↑
篇
塙
鯨
嫉
聯
馴
慧
織
驚
婦
籍
考
見
抄

ごり

、６，，１１

書
上
覚
控
」
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
⑫
。
〔
写
真
一
は

そ
の
表
紙
と
鶏
卵
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
で
あ

る
。
当
史
料
は
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に

吉
井
川
の
水
を
堰
留
め
た
下
流
の
押
洲
村
百
姓
に

対
し
て
、
堰
の
撤
廃
を
訴
え
た
津
山
城
下
の
船
惣

代
達
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
⑨
。
そ
の
な
か
で

鶏
卵
に
つ
い
て
は
、
「
当
国
在
方
、
専
市
中
方
日
々

買
集
二
罷
出
候
者
有
し
之
、
夫
々
問
屋
へ
売
渡
」
す

も
の
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
は
、
主
に
津
山
城

下
の
者
の
な
か
に
日
々
村
々
へ
買
い
集
め
に
出
て

い
る
も
の
が
お
り
、
そ
の
者
ら
が
問
屋
へ
売
り
渡

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
当
国
在
方
」
は
、

津
山
藩
領
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
は
な
く
、
鶏
卵

は
所
領
を
越
え
、
美
作
国
の
各
所
か
ら
集
め
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
問
屋
に
集
め
ら

れ
た
鶏
卵
は
、
津
山
か
ら
備
前
国
西
大
寺
ま
で
積

み
下
げ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
海
船
に
乗
せ
替
え
て
大

坂
表
に
運
ば
れ
た
。

陶
○
〕

る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

津
山
藩
に
お
け
る
鶏
卵

で
は
、
津
山
藩
に
と
っ
て
鶏
卵
は
ど
の
よ
う
な

存
在
で
あ
っ
た
の
か
。
江
戸
時
代
の
名
産
・
特
産

品
を
確
認
す
る
際
、
よ
く
活
用
さ
れ
る
の
が
、
大

名
が
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
産
物
を
将
軍
に
献
上
す
る

時
献
上
で
あ
る
。
津
山
藩
の
場
合
、
一
般
的
な
鯛

や
海
鼠
の
他
に
、
綿
や
銀
杏
、
瀧
鮎
・
塩
引

な
ま
こ

鮭
⑭
な
ど
を
献
上
し
て
い
る
⑰
。
し
か
し
、
鶏
卵
が

将
軍
に
献
上
さ
れ
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。

ま
た
、
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
、
明
治
新
政
府

は
大
名
家
に
対
し
て
支
配
地
の
石
高
や
物
成
高
、

藩
士
や
領
民
の
人
数
な
ど
を
調
査
し
て
報
告
す
る

よ
う
に
求
め
た
。
津
山
藩
で
も
そ
の
報
告
書
が
作

成
さ
れ
、
「
国
産
」
に
つ
い
て
〔
表
一
の
通
り
報
告
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鶏
卵
は
産
物
と
し
て
報
告

さ
れ
て
い
な
い
。

と
は
い
え
、
鶏
卵
は
藩
内
で
重
要
な
位
置
に
あ

る
産
物
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
延
享
元
年
（
１
７
４
４
）

９
月
叩
日
に
は
、
藩
か
ら
大
坂
銀
主
へ
の
手
土
産

と
し
て
持
参
さ
れ
て
い
る
⑬
。
登
坂
す
る
勘
定
奉

行
が
持
参
し
た
銀
主
へ
の
書
状
に
は
「
御
調
達
筋

返
済
方
之
義
」
に
つ
い
て
「
今
年
之
儀
も
外
二
取
計

方
も
無
之
、
気
毒
之
至
御
座
候
処
、
御
難
儀
所
御

了
簡
頼
入
存
候
」
と
あ
る
⑲
。
借
銀
の
返
済
が
で
き

ず
、
許
し
を
請
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
年
の
津
山

藩
で
は
、
倹
約
令
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
鶏
卵
は

例
年
通
り
、
鰹
節
と
と
も
に
手
土
産
と
し
て
調
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
鰹
節
は
大
坂
で
購
入

さ
れ
た
の
に
対
し
、
鶏
卵
は
国
元
で
調
達
さ
れ
て

い
る
。
鶏
卵
が
倹
約
令
下
に
お
い
て
、
借
銀
返
済

そ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
夏
期
と
そ
れ

以
外
で
は
ル
ー
ト
が
異
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
史

料
に
は
「
尤
生
物
之
義
二
御
座
候
得
者
、
夏
気
別
而

道
中
差
急
」
ぐ
、
と
あ
る
・
「
生
物
（
ナ
マ
モ
ノ
こ

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
美
作
国
の
村
々
か
ら
集
め
ら

れ
た
多
量
の
鶏
卵
は
加
工
さ
れ
ず
、
生
卵
の
ま
ま

大
坂
表
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、

夏
期
に
は
特
別
に
輸
送
を
急
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。

ル
ー
ト
と
し
て
は
、
西
大
寺
港
ま
で
出
ず
、
備
前

国
片
上
か
ら
積
み
出
す
も
の
で
、
片
上
ま
で
は
「
当

川
筋
備
前
天
世
（
瀬
）
と
申
所
二
而
水
上
仕
、
牛
馬

人
足
二
而
片
上
江
送
越
」
と
あ
り
、
次
頁
の
〔
図
〕
の

通
り
、
和
気
郡
天
瀬
村
で
水
揚
げ
し
、
牛
や
馬
を

用
い
て
陸
路
で
片
上
村
ま
で
運
び
、
大
坂
表
へ
海

路
で
積
み
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
瀬
戸
内
海
に
突
き
出
た
邑
久
郡
を
迂
回
し

て
積
み
出
す
必
要
が
無
く
な
り
、
最
短
で
大
坂
表

へ
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
、
〔
図
〕
の
よ
う
に
、
片
上
村
か
ら
最
も

近
い
の
は
吉
井
川
が
金
剛
川
と
合
流
し
て
西
に
曲

が
る
地
点
で
あ
る
。
鶏
卵
を
川
船
か
ら
乗
り
換
え

る
天
瀬
村
は
そ
こ
か
ら
や
や
北
側
に
位
置
し
、
陸

送
す
る
距
離
が
長
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、

天
瀬
村
の
南
側
に
は
和
気
村
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

岡
山
藩
の
和
気
船
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
船
番
所
で
は
荷
改
と
運
上
銀
の
取

立
が
行
わ
れ
、
和
気
で
改
め
ら
れ
た
書
付
が
西
大

寺
へ
送
ら
れ
、
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
た
⑭
。
鶏
卵
に
岡
山
藩
が
運
上
を
設
定
し
て

い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
敢
え
て
天
瀬
村
で

積
み
替
え
た
事
実
か
ら
は
、
和
気
船
番
所
を
避
け

【写真】「当国産物之類井船荷物書上覚控」
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の
延
引
を
願
う
場
合
に
手
土
産
と
し
て
持
参
さ

れ
、
所
領
内
で
調
達
で
き
る
産
物
と
し
て
重
宝
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
鶏
卵
は
百
姓
の
贈
答
品
と
し
て
も
扱
わ

れ
て
い
た
。
美
作
国
に
は
播
磨
国
姫
路
か
ら
出
雲

国
松
江
を
繋
ぐ
い
わ
ゆ
る
出
雲
往
来
が
通
っ
て
お

り
、
参
勤
交
代
に
際
し
て
大
名
行
列
が
往
来
し
て

い
た
。
そ
の
迎
接
は
、
藩
士
以
外
に
大
庄
屋
や
大

年
寄
な
ど
の
村
方
・
町
方
の
役
人
が
担
当
し
た
。

文
化
５
年
（
１
８
０
８
）
３
月
４
日
に
松
江
藩
の

支
藩
で
あ
る
広
瀬
藩
の
行
列
が
津
山
を
通
行
し

た
。
そ
の
と
き
迎
接
に
当
た
っ
た
河
辺
村
大
庄
屋

の
土
居
辰
五
郎
の
日
記
に
は
、
金
一
両
を
拝
領
し

た
際
に
、
「
玉
子
」
を
献
上
し
た
こ
と
で
、
個
別
に

金
百
疋
を
拝
領
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
⑳
。
百
姓

か
ら
武
士
へ
の
身
分
を
越
え
た
贈
答
品
と
し
て
も

鶏
卵
が
重
宝
さ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
鶏
卵
の
扱
わ
れ
方
は
、

近
世
に
お
け
る
鶏
卵
が
高
級
品
で
あ
っ
た
こ
と
が

前
提
で
あ
る
が
、
〔
表
〕
に
お
い
て
示
し
た
通
り
、

津
山
藩
に
は
他
に
も
複
数
の
産
物
が
あ
っ
た
。
そ

の
な
か
で
手
土
産
や
贈
答
品
と
し
て
選
択
さ
れ
た

こ
と
は
、
鶏
卵
が
領
内
の
産
物
の
な
か
で
先
方
に

喜
ば
れ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
近
世
に
お
け
る
武
家
の
贈
答
品
や

献
上
品
と
し
て
は
鯛
や
飽
な
ど
が
多
く
用
い
ら
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
他
国
か
ら
取
り
寄
せ
た

り
都
市
で
調
達
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
然
多
く
の

金
銭
が
か
か
る
。
鶏
卵
は
海
の
な
い
美
作
国
に
お

い
て
国
元
で
調
達
で
き
る
重
要
な
産
物
で
あ
っ

品目

●国産

釘

鎌

土焼物

木附子

繰綿

雲斎(織）

稲扱

茶

足袋

木履類

鍋釜

板類

角木

丸太

1ヶ年分

１８万把

30万枚

20釜焼立

5千斤

5千本

7千反

180丸

3千斤

１５万足

40万足

100丸

1千間

1千本

500本

備考

1本につき目方6貫200目

1丸１２艇

上品下品取合



註①
用
語
と
し
て
の
玉
子
と
卵
に
つ
い
て
は
、
同
一

史
料
中
に
同
じ
も
の
を
指
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
た
め
、
特
に
使
い
分
け
は
さ
れ
て
い
な
い

も
の
と
考
え
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
史
料
の
説

明
部
分
で
は
史
料
中
の
表
記
に
従
い
、
そ
れ
以
外

の
箇
所
で
は
鶏
卵
を
使
用
す
る
。

②
松
本
仲
子
「
江
戸
時
代
の
料
理
本
に
み
る
た
ま

津博２０２４．８Ｎｏ．1２１研究ノート

ご
料
理
に
つ
い
て
」
（
芳
賀
登
他
編
『
全
集
日
本

の
食
文
化
第
４
巻
」
、
雄
山
閣
出
版
、
１
９
９

７
年
）
。

③
山
本
博
文
『
江
戸
の
銭
勘
定
寅
洋
泉
社
、
２
０

１
７
年
）
に
よ
れ
ば
、
江
戸
で
は
鶏
卵
ひ
と
つ
加

文
（
現
在
の
価
値
で
６
０
０
円
程
度
）
で
流
通
し

て
い
た
。

④
庶
民
だ
け
で
な
く
藩
士
に
食
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
確
認
で
き
る
。
寛
政
期
と
慶
雁
元
年
の
献
立
を

記
し
た
「
会
席
献
立
覚
」
（
愛
山
文
庫
Ｎ
Ｉ
３
）
に
は
、

鶏
卵
は
「
寄
鶏
卵
」
や
「
鶏
卵
焼
」
、
「
玉
子
卸
大
根
」
、

吸
物
の
具
と
し
て
「
玉
子
白
身
」
が
確
認
で
き
る
。

⑤
「
勘
定
奉
行
日
記
」
延
享
２
年
２
月
３
日
条
。

⑥
『
津
山
市
史
近
世
Ⅱ
』
１
３
４
頁
。

⑦
「
勘
定
奉
行
日
記
」
延
享
２
年
２
月
６
日
条
。

⑧
「
市
中
諸
運
上
物
捉
書
」
（
「
玉
置
家
文
書
７
５

５
」
）
、
そ
の
他
の
船
荷
物
と
運
上
銀
高
は
「
津
山

市
史
近
世
Ⅱ
』
１
３
２
頁
に
詳
し
い
。

⑨
工
藤
員
功
編
「
［
絵
引
］
民
具
の
事
典
」
（
河
出
書

房
、
２
０
０
８
年
）
の
う
ち
「
長
持
」
の
項
目
を
参

考
に
し
た
。

⑩
『
津
山
市
史
近
世
Ⅱ
」
２
２
４
頁
～
２
２
６

頁
。

⑪
前
掲
註
③
。

⑫
矢
吹
家
文
書
十
二
支
箱
文
書
３
１
４
１
２
９
・

当
史
料
は
、
争
論
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
、
船

惣
代
が
あ
ら
ゆ
る
荷
物
を
書
き
上
げ
て
お
り
、
海

の
な
い
美
作
国
で
塩
や
魚
介
類
の
調
達
ル
ー
ト
、

鳥
取
藩
の
荷
物
が
吉
井
川
を
通
っ
て
い
た
事
実
な

ど
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
貴
重
な
史
料

た
。お

わ
り
に

以
上
、
美
作
国
に
お
け
る
鶏
卵
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
鶏
卵
は
重
要
な
産

物
で
は
あ
る
が
、
美
作
国
を
代
表
す
る
名
産
品
と

は
言
い
難
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
鶏
卵
自
体
が
他

国
で
も
広
く
生
産
さ
れ
た
こ
と
、
保
存
が
利
か
ず

流
通
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
し
か

し
、
津
山
城
下
に
集
め
ら
れ
た
鶏
卵
は
生
卵
の
ま

ま
大
坂
表
ま
で
運
ば
れ
、
都
市
で
流
通
し
た
。
大

坂
の
周
辺
に
も
農
村
は
広
が
り
、
畿
内
近
国
の
鶏

卵
が
大
河
川
を
通
じ
て
大
坂
市
中
に
流
通
し
た
は

ず
で
あ
る
。
内
陸
の
津
山
か
ら
移
出
す
る
に
は
、

輸
送
費
・
手
間
賃
が
嵩
み
、
そ
の
こ
と
は
鶏
卵
の

価
格
に
も
影
響
す
る
。
そ
の
な
か
で
、
わ
ざ
わ
ざ

大
坂
表
に
運
ん
だ
背
景
に
は
、
都
市
で
の
鶏
卵
需

要
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
美
作
国
に
お
け
る
鶏
卵

の
品
質
の
問
題
が
想
定
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
具
体
的
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

０
０
０
０
０
０
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⑬
吉
井
川
堰
留
め
に
関
す
る
争
論
の
顛
末
に
つ
い

て
は
、
神
尾
斉
「
押
淵
村
井
堰
留
め
に
よ
る
船
路

論
争
に
つ
い
て
」
含
博
物
館
だ
よ
り
』
叩
８
，
１
９

９
２
年
）
。

⑭
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
訓
巻
岡
山
県
の
歴

史
員
平
凡
社
、
１
９
８
８
年
）
。

⑮
鮎
の
調
達
は
、
東
昇
「
近
世
後
期
津
山
藩
の
蕊

を
め
ぐ
る
領
主
と
領
民
」
含
津
山
市
史
研
究
」
１
，

２
０
１
５
年
）
に
詳
し
い
。

⑯
海
を
持
た
な
い
津
山
藩
が
旧
所
領
越
後
高
田
と

の
由
緒
か
ら
塩
引
鮭
を
献
上
し
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
「
津
山
の
歴
史
あ
・
ら
・
か
．
る
・
と

将
軍
へ
の
献
上
品
津
山
藩
が
な
ぜ
塩
引
鮭
？
」

含
広
報
津
山
』
２
０
１
７
年
Ⅱ
月
号
）
に
詳
し
い
。

⑰
「
寛
政
武
鑑
」
寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）
。

⑱
寛
政
３
年
（
１
７
９
１
）
２
月
時
点
の
津
山
藩

の
借
金
は
、
合
計
で
金
６
５
５
８
両
・
銀
１
５
７

３
貫
目
余
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
利
息

の
み
を
毎
年
返
済
し
て
い
る
分
と
年
賦
返
済
の
分

が
あ
っ
た
（
尾
島
治
「
津
山
松
平
藩
の
財
政
に
つ

い
て
」
「
博
物
館
だ
よ
り
」
肋
巧
、
１
９
９
６
年
）
。

⑲
「
勘
定
奉
行
日
記
」
延
享
元
年
９
月
Ｅ
日
条
。

⑳
「
御
用
日
記
」
文
化
５
年
３
月
４
日
条
、
土
居
家

文
書
１
７
８
、
津
山
郷
土
博
物
館
蔵
。

で
あ
る
。

７



美作の古墳研究史は、市内日上にある明治6年に建てられた

古家碑までさかのぼり、碑文には開墾時に古墳から鏡(径五寸）

などが出土したことが書かれています。美作国は備前国からわか

れてあとからできました。この謎を解く鍵は前時代の古墳文化に

あるのではないかと考えます。美作の中心であった津山には、

美作最大や最古の前方後円墳をはじめ、陶棺といった独特の棺

桶が普及するなど独自の文化圏を形成していたことが伺えます。

貴重な考古資料から美作津山の古墳文化を紐解きます。

【会期】令和6年10月１２日(土)～12月１５日（日）

【会場】津山郷土博物館３階展示室

く主な展示品〉

(○は岡山県指定重要文化財､◇は津山市指定重要文化財）

田邑丸山2号墳(土師器・鏡）

奥の前1号墳（円筒埴輪、土師器、鏡ほか）

柳谷古墳(○銀象恢頭椎大刀柄頭､○同鞘尻金具､○須恵器）

殿田1号墳(◇銅鏡)、荒神西古墳(◇銅銃）

<記念講演会〉

(終了後ギャラリートークを開催）

講師：〈らしき作陽大学音楽学部教授津田秀実氏

演題：美作津山の古墳文化の特質

日時：令和6年11月１６日(土)１３：３０～１５：００

会場：津山圏域雇用労働センター(山下92-1）

津博2024.8Ｎｏ．､1２．１ お知らせ

１
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｡bは、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。

〆
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中学生以下・障害者手帳を提示された方は入館料が無料です

入館のご案内亘蕊亘

箇蕊[開館時間］午前９:００～午後５:００

[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日)･その他

[入館料］一般…800円(30人以上の団体の場合240円）

高校･大学生…200円(30人以上の団体の場合160円）

６５歳以上…200円(30人以上の団体の場合160円）
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銀象談頭椎大刀柄頭
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古家碑部分

[編集発行］津山郷土博物館
〒708-0022岡山県津山市山下９２

Tel（0868)２２－４５６７Ｆａｘ（０８６８)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvtnejp

[印 刷］ 有限 会社弘文社

博物館だよりrつはく」
Ｎｏ．１２１令和6年８月３１日


